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　寮生活では，Harvard medical schoolの学生や，
electiveや研究に来ている各国の留学生と生活を共
にすることができました。彼らの勉強に対する姿勢
に刺激を受け，いま取り組んでいることに対しての
情熱，今後していきたい仕事や夢を彼らと語り合い
ながら一緒に自炊をした日々は貴重な時間となり
ました。いつか，彼らと医療者として国を超えて一
緒に仕事をできるよう自身も努力し続けようと心
に誓いました。
　そしてアメリカ滞在中には，たくさんの邦人の方
にお会いすることができました。研究，臨床，留学，企業派遣など目的や期間も様々でしたが，お一人お一
人にストーリーがあり切り開いてきた道がありとても素敵でした。貴重なお時間をさいて私たち学生との時
間を持ってくださったことに感謝の気持ちでいっぱいです。
　今回の留学は，私の人生において二つの大きな学びを与えてくれました。一つ目は，日本は良い点がたく
さんある国であるが閉鎖性があるいうこと，二つ目は，世界中の国々は繋がり協力し合って互いの国から学
び合い発展してきているということです。
　日本の良さと閉鎖性について，世界一と言われているボストン小児病院で行われていた医療と日本の地方
都市にある富山大学付属病院で行われている医療を比べた時，症例数の差はありますが，治療レベル，医療
機器，個々の医師の知識に大きな違いはないと感じました。むしろ，保険制度が整っている日本における医
療のほうが多くの患者さんがより手厚い医療を受けることができているという現実を知りました。生活にお
いても，商品の質，サービス，郵便制度，ファッション，食文化，歴史など日本には世界に誇るべき点が多
くあるということに気づかされました。国際化が進む中で，日本の良さを大切にして意識的に保っていく必
要があると考えるようになりました。一方で，他国の留学生と交流する中で日本の教育システムの閉鎖性，
私たち学生の海外での出来事に対する関心の薄さ，日本人の英語力の低さを実感し危機感も覚えました。
　国を超えたつながりについて，私が感じたアメリカの
素晴らしい点は多様性を土台にコミュニケーションを通
じてよりよいシステムを構築し続けていく風土であると
いう点です。ボストン小児病院でも，様々なバックグラ
ウンドをもった医療者たちが一緒に働いていました。私
たちのように様々な国から学びに来ている学生もいまし
た。多様な人材が出入りするためにはそれを支える制度
やシステムがあり，それが変化に応じて改善し続けられ
ていくシステムがある必要があります。その土台には，
情報を共有，コミュニケーション，情報蓄積，フィード
バックを繰り返す習慣があるように感じました。どの国の教育や医療システムにも良い点と悪い点がありま
す。それを解決していくためには互いに良い点を学びあい刺激し合うことが必要なのだと思いました。そし
て，多様な人材を受け入れ続けることそのものが，その組織の刺激剤となり問題解決とともに発展を支え，
新しいコラボレーションを生みだしているのだと感じました。日本もこれからは，世界中の国々の多様な人
材を受け入れ協力し合って国の発展を考えていく必要があると思います。自国の良さを保ちつつ，他国から
学び，他国に良い影響を広めるためには，意識的な土台作りが必要だと感じました。
　どこにいても世界各国の仲間と協力し合い，医療を通じて患者さんの幸せに貢献できるソリューションを
生みだすことに貢献できるような人材になりたい！今回の留学を通じて，強く思いました。
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後輩の皆さん，
　貴重な学生実習を楽しんできてくださいね！安全第一ですが，そ
の他の大体のことはやってみればどうにかなります。困ったこと，
相談があったらなんでもご連絡ください。微力ながら応援させて
いただけたら嬉しいです！
　最後になりますが，貴重な機会をくださりどうもありがとうござ
いました。心より感謝申し上げます。
